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〔 題名〕

Evaluation of Transmural  Heal ing by Low-dose Computed Tomography Enterography in 

’Patients with Crohn s Disease（ クローン病患者における低被曝線量CT エンテログラフ

ィ による全層性治癒の評価）

〔 要旨〕

【 背景】 全層性治癒（ Transmural  heal i ng;  TH） は、 クローン病の新たな治療標的と

して注目されているが、日本ではTHに関する臨床データはほとんどない。我々は、ク

ローン病のモニタリング法として低被曝線量CTエンテログラフィ （ CTE） を導入し、

CTEによる THの評価をレト ロスペクティ ブに検討した。【 方法】2009年1月から 2021

年3 月までに当院で低被曝線量CTEを施行したクローン病患者のうち、 2 週間以内に

大腸内視鏡検査またはバルーン内視鏡検査を施行した 122 例を対象とした。 放射線検

査と内視鏡検査の結果は、それぞれ放射線科医と消化器内視鏡医が独立して検討した。

CTE と内視鏡検査の診断の一致率を算出した。 【 結果】 26 名（ 21.3％） のクローン病

患者が TH を達成し、 カッパ係数は 0.743 と 2 人の放射線科医の間でかなりの一致が

見られた。TH 群と非TH 群の比較では、クローン病活動指数（ ’Crohn s Disease A ctivi ty 

Index; CDA I） (P 値 = 0.02)、 内視鏡的治癒率(P 値 ＜ 0.001)、 血清アルブミ ン(P 値

= 0.043)、 血清C反応性蛋白(P 値 = 0.018)に有意差が認められた。 122 名の患者のう

ち、 69 名（ 56.5％） はCTE の診断と内視鏡検査が一致し、 22 名（ 18.0％） はTHと内

視鏡の両方の治癒を達成した。【 結論】 本研究は、日本における低被曝線量CTE によ

るクローン病のリアルワールドデータを示すものである。 本研究で用いた TH の基準

はカッパ係数が高く 、多く の施設で再現性を持って用いることができると考えられる。
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